
関 東（第3種郵便物認可） ２０２６年（令和８年）１月１日 ２０２６年１月１週号 12

▶ＮＯＳＡＩとちぎ
☎028(683)5531

▶ＮＯＳＡＩぐんま
☎027(251)5631

▶ＮＯＳＡＩ埼玉
☎048(645)2143

▶ＮＯＳＡＩ山梨
☎055(228)4711

茨城県、千葉県、東
京都、神奈川県で
も１月１週号関東
版を制作していま
す。ＱＲコードか
らご覧ください。

赤
ワ
イ
ン「
シ
ャ
ト
ー
リ
エ
ゾ
ン
」

深
谷
ね
ぎ
の
焼
酎「
ね
ぎ
ら
い
」

深
谷
ね
ぎ
焼
酎
ね
ぎ
ら
い
の
会
埼
玉
県
深
谷
市

農作物で酒醸造

　
使
用
す
る
ネ
ギ
を
甘
み
が
増

す
１
月
下
旬
に
収
穫
。
青
果
出

荷
に
も
適
し
た
太
く
高
品
質
な

も
の
を
選
ぶ
。
近
年
は
猛
暑
で

虫
害
や
軟
腐
病
の
発
生
が
増
え

て
お
り
、
圃
場
の
見
回
り
や
防

除
、
排
水
管
理
の
徹
底
な
ど
で

品
質
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　
ね
ぎ
ら
い
は
ア
ル
コ
ー
ル
分

２５
％
に
調
整
し
た
焼
酎
と
、
３５

％
の
原
酒
を
製
造
。
ロ
ッ
ク
で

飲
む
の
が
お
勧
め
で
、
口
当
た

り
が
良
く
、
ネ
ギ
の
爽
や
か
な

風
味
と
う
ま
み
を
感
じ
ら
れ

る
。
原
酒
は
、
香
り
を
よ
り
強

　
【
埼
玉
支
局
】
深
谷
市
の
馬

場
茂
さ
ん（
７４
）は
、
同
市
特
産

の
「
深
谷
ね
ぎ
」
４
㌶
と
水
稲

２
㌶
を
栽
培
す
る
。
会
長
を
務

め
る
「
深
谷
ね
ぎ
焼
酎
ね
ぎ
ら

い
の
会
」
で
は
、
深
谷
ね
ぎ
を

使
用
し
た
焼
酎
「
ね
ぎ
ら
い
」

を
委
託
製
造
す
る
。

　
会
員
は
生
産
者
７
人
と
地
域

の
酒
店
店
主
１
人
。
会
員
が
栽

培
す
る
水
稲
「
彩
の
か
が
や

き
」
を
原
料
に
、
原
材
料
の
約

１５
％
に
深
谷
ね
ぎ
を
使
う
。
製

造
は
長
野
県
小
諸
市
の
大
塚
酒

造
に
委
託
。
２
０
２
５
年
は
約

３
千
本
製
造
し
た
。
Ｊ
Ａ
ふ
か

や
の
葬
祭
部
門
で
葬
儀
な
ど
の

お
供
え
物
に
採
用
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
市
内
の
酒
店
や
道
の
駅

な
ど
で
販
売
さ
れ
る
。

は
晩
生
の
県
開
発
品
種
・
に
っ

こ
り
を
醸
造
用
に
出
荷
し
て
も

ら
っ
た
。
市
産
の
ナ
シ
を
使
用

し
た
果
実
酒
が
広
ま
れ
ば
、
市

や
に
っ
こ
り
を
広
く
知
っ
て
も

ら
え
る
」
と
話
す
。

　
同
社
で
は
被
害
果
や
未
熟
・

過
熟
果
も
問
題
な
く
使
用
す

る
。
渡
邉
部
会
長
は
「
２６
年
は

全
て
の
品
種
を
活
用
し
て
も
ら

え
た
ら
。
市
の
認
知
度
向
上
や

全
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
「
加
工
品
は

味
の
調
整
が
難
し
い
。
ア
ル
コ

ー
ル
が
加
わ
っ
て
、
ど
ん
な
風

味
に
な
る
の
か
楽
し
み
」
と
続

け
る
。

　
果
実
酒
は
県
北
部
の
小
売
店

や
土
産
店
を
中
心
に
販
売
さ
れ

る
ほ
か
、
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ
る
見
込

み
だ
。
同
社
の
渡
邉
英ひ

で

憲の
り

代
表

取
締
役（
５２
）は
「
フ
ー
ド
ロ
ス

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出

し
た
い
」
と
話
す
。

　
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で

も
果
実
酒
製
造
を
計
画
。
２６
年

夏
か
ら
イ
チ
ゴ
の
醸
造
を
始
め

る
予
定
だ
。

　
　
　
　
　
（
本
所　
石
川
）

　
【
群
馬
支
局
】
高
崎
市
の
里

見
梨
シ
ー
ド
ル
研
究
会
（
メ
ン

バ
ー
５
人
）
は
、
特
産
品
「
里

見
梨
」
を
使
用
し
た
果
実
酒
の

「
和
梨
の
シ
ー
ド
ル
」
と
「
和

梨
の
ワ
イ
ン
」
を
企
画
し
、
販

売
す
る
。

　
里
見
梨
は
榛
名
山
麓
の
里
見

地
区
で
栽
培
さ
れ
る
ナ
シ
の
総

称
。
果
実
酒
に
は
果
汁
が
多
い

「
幸
水
」
と
、
甘
さ
と
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
「
王お

う
し
ゅ
う秋」
を

含
む
５
品
種
以
上
を
ブ
レ
ン
ド

し
、
味
に
深
み
を
出
す
。
研
究

会
と
醸
造
所
で
品
種
の
ブ
レ
ン

ド
や
味
を
微
調
整
。
和
梨
の
シ

ー
ド
ル
は
ナ
シ
の
甘
さ
を
生
か

し
た
す
っ
き
り
と
し
た
味
に

し
、
和
梨
の
ワ
イ
ン
は
糖
を
少

し
加
え
、
飲
み
や
す
い
味
に
仕

上
げ
る
。

　
「
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、

付
加
価
値
を
持
た
せ
た
い
と
考

え
て
い
た
」
と
話
す
高た

か

瀨せ

好よ
し

男お

代
表（
６４
）は
、
２
０
１
９
年
に

昭
和
村
の
奥
利
根
ワ
イ
ン
株
式

会
社
と
試
作
を
開
始
。
２１
年
に

研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
奥
利
根

ワ
イ
ン
で
ナ
シ
２
㌧
の
醸
造
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の

研
究
会
メ
ン
バ
ー
４
人
全
員
が

一
般
酒
類
小
売
業
免
許
を
取
得

し
、
２２
年
に
販
売
を
始
め
た
。

　
商
品
は
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の

直
売
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
ほ

か
、
高
崎
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ
る
。
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
メ
ン
バ

ー
５
人
が
酒
類
卸
売
業
免
許
も

取
得
す
る
。

　
高
瀨
代
表
は
「
産
地
の
活
性

化
や
ナ
シ
作
り
の
魅
力
に
つ
な

げ
、
若
い
人
た
ち
に
バ
ト
ン
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
話
す
。

　
　
（
本
所　
石
田
、
小
林
）

　
【
山
梨
支
局
】「
５
年
、
１０

年
先
を
見
据
え
た
高
品
質
ワ
イ

ン
を
造
り
た
い
」と
話
す
の
は
、

日
川
中
央
葡
萄
酒
株
式
会
社
の

堀
内
孝
さ
ん（
７１
）。
笛
吹
市
で

ブ
ド
ウ
１
２
０
㌃
（
醸
造
用
９０

㌃
、
生
食
用
３０
㌃
）
と
モ
モ
３０

㌃
を
栽
培
す
る
。
生
食
用
を
Ｊ

Ａ
な
ど
へ
出
荷
し
、
醸
造
用
は

自
社
で
ワ
イ
ン
に
加
工
し
販
売

を
行
う
。
２
０
２
０
年
か
ら
は

一
部
の
ブ
ド
ウ
「
マ
ス
カ
ッ
ト

・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
」
で
「
副ふ

く
し
ょ
う梢栽

培
」
を
実
施
。
赤
ワ
イ
ン
「
シ

ャ
ト
ー
リ
エ
ゾ
ン
」
を
製
造
す

る
。

　
副
梢
栽
培
と
は
、
新
梢
が
伸

長
す
る
６
月
に
摘
心
し
、
房
を

一
度
全
て
落
と
し
た
後
、
副
梢

に
で
き
た
新
た
な
房
を
１１
月
に

収
穫
す
る
方
法
。
成
熟
期
間
を

２
カ
月
以
上
遅
ら
せ
る
こ
と
で

成
熟
期
が
高
温
に
当
た
ら
ず
、

ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
が
期
待
で

き
る
。

　
堀
内
さ
ん
は
「
近
年
の
温
暖

化
で
収
穫
期
が
前
倒
し
と
な
っ

て
い
る
。
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
の

成
熟
期
間
が
長
い
ほ
ど
味
が
複

雑
で
香
り
が
良
く
な
る
」
と
話

す
。
２５
年
は
通
常
栽
培
の
果
実

を
８
月
下
旬
か
ら
、
副
梢
栽
培

の
も
の
は
１１
月
１９
日
か
ら
収

穫
。「
雨
が
少
な
か
っ
た
た
め

味
が
濃
縮
さ
れ
、
甘
み
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
い
い
も

の
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　
２４
年
産
は
赤
白
を
含
め
２８
㌧

収
穫
。
副
梢
栽
培
で
は
約
２
０

０
㌔
を
収
穫
し
、
１
８
０
本
の

ワ
イ
ン
を
製
造
し
た
。「
副
梢

栽
培
は
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

通
常
と
異
な
る
た
め
、
病
害
虫

防
除
が
難
し
い
」
と
堀
内
さ

ん
。

　
現
在
、
２１
年
産
を
店
頭
で
販

売
し
て
い
る
。「
希
少
性
を
Ｐ

Ｒ
し
て
、
多
く
の
方
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
堀
内

さ
ん
。
ブ
ド
ウ
「
甲
州
」
な
ど

他
品
種
で
の
副
梢
栽
培
も
検
討

し
て
い
る
。

「
副
梢
栽
培
に
つ
い
て
山
梨
大
学
に
講
義
を
聞
き
に
行
っ
た
」

と
堀
内
さ
ん

く
感
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。

　
自
家
用
の
ほ
か
、
地
域
色
豊

か
な
手
土
産
と
し
て
も
人
気
が

あ
る
。馬
場
会
長
は「
猛
暑
の
影

響
で
主
原
料
の
米
の
安
定
生
産

が
課
題
。
丹
精
込
め
た
深
谷
ね

ぎ
を
焼
酎
と
し
て
味
わ
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」と
話
す
。

　農作物に付加価値を持たせ、新たな魅力を広
め、地域のイメージやブランド力の向上につなが
る一つに「酒」があります。それぞれの土地で栽
培された農作物の特徴を生かした味と香りを楽し
めます。今号では栃木県と群馬県、埼玉県、山梨
県の特産酒の原材料を生産する農家を取材し、栽
培の工夫や思いなどについて聞きました。

　
【
栃
木
支
局
】
Ｊ
Ａ
な
す
の

梨
部
会
で
は
、
大
田
原
市
須
佐

木
の
渡
邉
酒
造
株
式
会
社
に
よ

る
新
た
な
果
実
酒
製
造
に
協
力

し
、
原
料
と
な
る
等
外
の
ナ
シ

を
供
給
し
て
い
る
。
市
の
構
造

改
革
特
別
区
域
計
画
「
お
お
た

わ
ら
果
実
酒
特
区
」
が
国
か
ら

認
定
を
受
け
、
２
０
２
５
年
１０

月
末
に
醸
造
を
開
始
。
特
区
認

定
で
２
㌔
㍑
か
ら
の
小
規
模
製

造
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
同
市
黒
羽
向
町
の
渡
邉
亮り

ょ
う同

Ｊ
Ａ
梨
部
会
部
会
長（
４９
）は

「
幸
水
」「
豊
水
」「
に
っ
こ

り
」
な
ど
約
１
７
７
㌃
を
栽
培

す
る
。
部
会
員
５０
人
が
利
用
す

る
選
果
場
で
は
毎
年
、
ナ
シ
約

５０
㌧
が
等
外
品
と
な
り
、
系
統

出
荷
で
き
ず
に
い
た
。「
２５
年

５品種以上をブレンド５品種以上をブレンド

Ｊ
Ａ
な
す
の
梨
部
会
栃
木
県

爽やかな風味とうまみ

副梢栽培で品質向上副梢栽培で品質向上

堀
内
孝
さ
ん
山
梨
県
笛
吹
市

等
外
ナ
シ
で
果
実
酒

新たな魅力発信
「
市
の
認
知
度
向
上
に
期
待
す
る
」
と
渡
邉
部
会
長

５
品
種
以
上
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
「
和
梨
の

シ
ー
ド
ル
」
。
ナ
シ

の
風
味
が
口
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る

馬
場
会
長
（
後
列
右
か
ら
２
人
目
）
と

深
谷
ね
ぎ
焼
酎
ね
ぎ
ら
い
の
会
の
会
員

ね
ぎ
ら
い
㊨
１
８
５
０
円

（
税
別
）
、
ね
ぎ
ら
い
原

酒
２
５
２
５
円
（
税
別
）。

７
２
０
㍉
㍑
入
り

「シャトーリエ
ゾン2021」（辛
口、ミディアム
ボディ）750㍉㍑
3500円（税込み）

ナシの状態を確認する高瀨代表

「にっこり」をアピール「にっこり」をアピール

「
和
梨
の
シ
ー
ド
ル
」「
和
梨
の
ワ
イ
ン
」

里
見
梨
シ
ー
ド
ル
研
究
会
群
馬
県
高
崎
市


